臨床実習場面における日本と中国の看護師の学生に対するほめ言葉 by 佐藤 道子
臨床実習場面における日本と中国の看護師の学生に対するほめ言葉  
佐藤道子 ＊１） 、伊藤純子 １）、石塚淳子 ２）、岸あゆみ ３）、顧  寿智 １  















る t 検定とχ 2 検定を用い比較した。有意水準 p＜ 0.05 とした。創出されたほめ言葉を 8 つの
個性的能力の観点から分類し分析した。ほめ言葉の内容の分類はアーノルド ,Ｂ ,スクロームの
人間が持つ能力として 7 つの異なる能力、 AIQ（ Academic IQ）、 CIQ（ Creativity IQ）、 DIQ
（ Dexterity IQ）、EIQ（ Empathy IQ）、JIQ（ Judgment IQ）、MIQ（ Motivation IQ）、PIQ（ Personality 
IQ）に弓野の L&F IQ（ Leader ship & Flower ship）を加えて用いた。  
【結果】日本の看護師 20 名、平均年齢 42.1（±4.4）歳、平均臨床経験年数 20.0（±4.6）年、
中国の看護師 18 名、平均年齢 38.4（±8.3）歳、平均臨床経験年数 17.3（±10.2）年であっ
た。ほめ言葉の平均創出数の比較では、調査 1 の平均±標準偏差は日本 11.3±3.9、中国 11.3









れぞれの国の調査 1 と調査 2 の比較から、日本は BW が有効に作用したが、中国は有効でない
ことが実証された。ほめ言葉の内容分類では AIQ、EIQ、JIQ、PIQ、L&MIQ は日本が中国より有
意に多く、 DIQ、 MIQ は中国が日本より有意に多いという結果から、日本の看護師は学生に対
して共感の気持ちや、相手の人格を大事にする傾向があると考えられた。一方、中国の看護師
は MIQ が多く、学生に対して激励により喚起高揚を促す傾向にあると推測された。また、日本
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